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o.はじめに

( 1 ) 推理小説を 2冊読んだ。

上の文の r2冊 Jのようなものを数量詞と呼ぴ、このように数量詞が助詞の

助けを借りずに名詞句の数量を限定する用法を副詞的用法と呼ぶ。これに対し

て

(2) 2冊の推理小説を読んだ。

というように「の J を介して名詞を修飾する用法を連体用法と呼ぶ。

ここでは、数量詞の副詞的用法が持つ意味を考察するが、特に述語の意味を

考慮に入れて分析を進めることにする。

1 .数の変化を表す述語

「数量 J と関係の深い述語を考えてみると、まずく数の変化>を表す述語が

あげられる。例えば「増える・増やす J r減る・減らす j 等である。

(3) 社長は警備員を増やした。

『増やす j という事態は、ある特定の数から、それより多い数へ変化すると

いうことであろう。例えば、上の例では 2人だった警備員をラ人にするような

場合である。これを表現するには

(4) 社長は警備員を 2人から 5人に増やした。

とするのが正確であろう。同じ事態を、

(5) 社長は 2人の警備員をち人に噌やした。

としてもよい。ここで r2人 Jは連体用法である。しかし、同じ連休用法で

(6) 社長は 2人の警備員を増やした.

とするとこれは 2義的な文になる。一つは (5)と同じくもともと二人であったと

いう解釈、もう一つはもともとの人数ははっきりしないが最初の人数と増やし

たあとの人数の差が 2人であるという解釈である.以下では前者のタイプの解
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釈をく起点>の解釈、後者のタイプをく差>の解釈と呼ぶことにする.

では数量詞が副詞的用法になるとどうなるであろうか。

(7) 社長は警備員を 2人増やした。

この文の r2人 Jはく差>の解釈しかない。(もちろんもともと 2人であった

可能性を否定するという意味ではなく、積極的にそれを表していないという意

味である。)

この (6)と(7)の解釈の差は重要である。従来の研究、とりわけ連休用法と副

調的用法との意味の遣いを論じた研究では、数量詞と名詞句との関係のみに注

意が向かつており、数量詞と述語との関係に於いては『名詞句と同格 j とする

暗黙の了解のようなものがあったが、<起点>とく差>という区別を設けるこ

とによって、述語との意味的関係も注目する必要があることが分かるのである。

そこで、数量詞の副詞的用法の解釈について仮説を立てよう。

仮説 A 数量詞の副詞的用法は、く差>を表す。

例えば井上 (1978)にある

(8) 前を走っていた 2台の乗用車がつかまった。

(9) 前を走っていた乗用車が 2台つかまった。

という例は、前者は定名詞旬、後者は不定名詞句であるとされているが<差>

でも分析出来る。つまり、 (9)では、つかまった車とつかまらなかった車との数

の差が 2台である、とするわけである。

また、長谷川 (1990)では

(10) 3 0センチのスカートを短くしてもらいたい。

( 11 ) スカートを 30センチ短くしてもらいたい。

の意味の差を論じている。その際に数量詞が修飾限定している名詞句の指示対

象が単ーのものであるか否かを重要と考えているようであるが、<差>で分析

すると、(11 )ではスカートのもとの長さと切ったあとの長さが 30センチであ

る、ということになろう。

く差>という概念的枠組みで分析することは、以上の例では有効であると考

えられるが、この枠組みだけで数量詞の副詞的用法を全て説明出来る訳ではな
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( 12) 学生が二人本を買っていった。

という例では、別に取り立てて買っていった学生の数を買っていかなかった学

生の数と比べているのではないからである.また、(1 1 )の例では連休用法の数

量詞はく起点>しか表きないと思われるのに、 (6)の例ではく起点>も<差>も

表し得る、ということも見落としてはならない.これは正確には述語と名詞の

格との関連で論じなければならないことである。また、 r 1000CCの車 j のよう

に名詞と数量詞の意味関係のみでく属性>といわれている意味(神尾 (1977))

が決定される場合もある。しかし、いずれにせよ、数量詞の副詞的用法を分析

する際には述語の意味というものも十分に考慮に入れなければならないことは

(6)， (7)の例を見れば明らかである.

2. く差>そのものを表す述語一形容詞

1では増減を表す述語について考察した。そこでは数量の変化のうち、くも

との数量>と<変化した後の数量>との数量の<差>が数量詞の副詞的用法で

表現されることを論じた。数量と深い関わりを持つ述語は、しかし、動詞に限

らない.静的な述語である形容詞も数量と関わりを持つ.

(13) 太郎は兄弟が 3人多い。

上の文は何か足りない、舌っ足らずなものと感じられる。補うならば、

(14) 太郎は次郎より兄弟が 3人多い.

といったものとなろう。 (14)の文の意味としては、太郎の兄弟が 6人、次郎の

兄弟が 3人であるような場合であるが、太郎の兄弟が全部で何人であるかは関

与的ではなく、太郎の兄弟と次郎の兄弟の数の<差>が 3人であることが関与

的である。つまり、ここでも<差>という意味が生きているのである。

ここで、数量詞の連休用法を考えてみると、

( 15) *太郎は 3人の兄弟が多い。

( (6) *太郎は次郎より 3人の兄弟が多い.

という形となって、適格性が落ちる。特に形容詞述語文では、数量詞の連体用
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法はく差>の解釈にならないようである。しかし、

(17) 8人の兄弟は、多いなあ。

のようにすると適格になる。これは兄弟が全部で 8人である、という解釈であ

り、前の言い方をすればく起点>の解釈(あるいはく属性〉の解釈)ならば適

格になると思われる。

注意すべきは、 (13)のような場合、数量詞が副詞的用法で使われると、形容

詞は<比較>の意味を持つようになり、 「一般的な基準と比べて J といった意

味合いが無くなることである。これは、数量詞の副詞的用法が持つ意味として

く差>を考えれば、<差>がしかじかである、ということが明示されることに

よって(この種の)形容詞の持つ「相対的性状規定 J (寺村 (1982))といった

意味が顕在化し、比較の相手が必要になるから、と説明出来るだろう。

3. おわりに

以上、数量詞の副詞的用法の意味について簡単に考察した。一応、仮説 Aが

今回の成果ということになろうが、完全な結論に至っている訳ではない。ただ、

数量詞と名詞との意味関係だけから分析するのみでなく、述語の意味も考慮に

入れて考察することも重要であることは指摘出来たと考える。
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